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MPa の水準にするなど，真空方式の固液分離プロセスを代表する 5 つの工学的変数の適切な操作範囲を明らかにし
ている。
以上のように，本論文は，下水汚泥の固液分離プロセスの分離水の水量，水質の両面から見た下水汚泥処理システ
ムの効果的な設計と操作評価体系の確立のための基盤として，固液分離のサブシステムの操作要因を評価し，その最
適範囲を把握する手法と工学的手順を与えており，環境工学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文
として価値あるものと認める。
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